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【中学校２年生 理科】 

目標値 55.7％ 市平均正答率 54.8％  ＜１年生内容別正答率のグラフ(%)＞ 
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＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

４ （２） 水溶液 
物質が水に溶ける量と結晶として出てくる量の関係を，グラフか

ら読み取ることができる。 

問題 ８０℃の水１００ｇに硝酸カリウムを溶けるだけ溶かしました。この水溶液を６０℃，４０℃，２０℃   

と冷やしていき，結晶として出てきた硝酸カリウムの質量と，溶けている硝酸カリウムの質量を，次の  

  グラフに表しました。このグラフから読み取れることとして正しいものを，あとの１～４から１つ選び

なさい。 

 

 

 

                グラフの挿入をお願いします。 

 

 

 

 

 

市平均正答率は目標値と同等である。（○：成果  ●：課題） 

① 「植物のからだのつくりとはたらき」では，目標値を5.2ポイント上回っている。 

② 「植物の分類」では，目標値を 8.0ポイント上回っている。 

③ 「気体の発生と性質」では，目標値を 7.7ポイント上回っている。 

❶ 「水溶液」の物質が水に溶ける量と結晶として出てくる量についての設問では，目標値を 12.5ポイント下

回っており，誤答の中に正答を上回っている選択肢がある。このことから，溶質，溶媒，水溶液の理解に課

題があると考えられる。 

❷ 「身のまわりの物質とその性質」では目標値を 23.7ポイント，23.3ポイント下回っている設問があり，

質量パーセント濃度や密度についての考え方が，十分に身に付いていないことが考えられる。 

分析結果 

指導改善の方策 
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１ ８０℃の水１００ｇに硝酸カリウムをとけるだけとかした硝酸カリウム水溶液の質量は，およそ 

１７０ｇである。 

２ ６０℃，４０℃，２０℃と水溶液を冷やしていくと，水溶液中にとけている硝酸カリウムの質量は 

    大きくなる。 

３  水の温度を上げると，硝酸カリウムの結晶が多く得られる。 

４ とけている硝酸カリウムの質量と結晶として出てきた硝酸カリウムの質量との和は，温度にかかわ

らず常に同じである。 

正答（正答率 27.5％） 誤答（誤答率 71.6％ 無解答率 0.9％） 

４ 1・・・43.5％ 2・・・17.4％ 3・・・10.6％   

 

２ 指導改善に向けて 

溶解度曲線のグラフを正しく読みとるために 

この設問では，物質の溶解度と再結晶の関係をグラフから読み取ることが問われている。誤答分析から，

物質の溶解度と温度との関係，再結晶によって析出する物質の質量と温度との関係性についてグラフから読

み取る力が十分身に付いていないことが考えられる。 

指導に当たっては，水に溶けた物質を取り出す実験結果を振り返らせながら，溶解度曲線の見方について

棒グラフ型伸縮容器を使って理解させ，析出する結晶の量や水溶液中に溶けている溶質の量について，グラ

フや伸縮型容器を用いて説明できる表現力を身に付けさせる指導が必要である。 

 

３ 改善事例 「水溶液」 

１ 指導のねらい 

  再結晶の実験を行い，水溶液から溶質を結晶として取り出すことができることやその量について溶解度

と関連付けて捉えることができるようにする。  

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）水に溶けた物質を取り出す実験を通して，物質の溶解度と温度との関係，再結晶によって析出する

物質の質量と温度との関係性を大まかにつかませる。 

（２）温度と溶解度（１００ｇの水に溶ける物質の質量）のグラフを拡大コピーしたものを提示し，各温

度での溶解度を半透明の棒グラフ型伸縮容器（平成２０年度仙台市検証改善委員会における教材の

活用）で示すことで，溶解度が温度によって変化することを確認させる。 
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（３）次に，教師が例題として，硝酸カリウムが６０℃の水 100ｇに最大何ｇまで溶かすことができるのか

を確認し，棒グラフ型伸縮容器いっぱいまで溶質に見立てた粒子モデル（発泡スチロールの小球）

を入れる。また，これ以上，容器に入らないので溶質は溶けないこと，この状態が「飽和水溶液」

ということを説明する。この飽和水溶液を６０℃まで温度を下げると，容器に入っていた溶質の粒

子が容器からあふれ出ることから，溶けきれなくなった硝酸カリウムが結晶となって出てくること

を推察させる。また，何ｇ結晶が出てくるのかを考えさせる。さらに低温の場合についても説明さ

せ，水溶液の温度が変化することで，溶解度が変化し，実際に水に溶けている溶質の質量が変化し

たり，溶けきれなくなった溶質があふれ出したり（結晶になったり）することを，グラフを用いて

説明できるようにさせる。 

（４）さらに溶質を食塩に変えて，析出する量を考察させることで，物質による溶解度や結晶の量の違い

について気付かせる。 
 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

１３ 
（２）

② 

身のまわりの物質

とその性質 

質量が同じで密度がちがう物質は，体積が違うということを説明で

きる。 

問題 里見さんは，卵は水にしずむのに，濃い食塩水の水の中に卵を入れるとうくことに気がつきました。

このことに興味をもった里見さんは，次のような実験を行いました。あとの問いに答えなさい。 

【実験】 

① ３つの同じビーカーＡ～Ｃにそれぞれ水 200ｍＬを入れ，Ａには食塩 20ｇ，Ｂには食塩 

     40ｇ，Ｃには食塩 60ｇを加え，それぞれよくかき混ぜてとかしたあと，大きさと質量がほぼ同

じ新鮮な卵を入れた。 

② ３つの同じビーカーにＤ～Ｆにそれぞれ水 200ｍＬを入れ，Ｄには砂糖 20ｇ，Ｅには砂糖 40

ｇ，Ｆには砂糖 60ｇを加え，それぞれよくかき混ぜてとかしたあと，大きさと質量がほぼ同じ

新鮮な卵を入れた。 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 里美さんは，実験の結果について，浩一さんと，次のように話し合っています。 

  里美「Ａ～Ｃの食塩水では，Ａでは卵がしずみ，ＢとＣでは卵がういたのはどうしてですか。」 

  浩一「物が水溶液にういたりしずんだりするのはどういうことなのか，考えてみましょう。」 

  里美「氷は水にうきますね。氷の方が水より密度が小さいので，氷は水にうくんですね。」 

  浩一「同じように考えると，卵とＡ～Ｃの食塩水の密度には，どのような関係がありますか。」 

  里美「 ア  Ａの食塩水の密度＜卵の密度＜ＢとＣの食塩水の密度 のようになりますね。」 

  浩一「そうですね。水にとかす物質の量が変わると，卵がういたりしずんだりするのも，水溶液の密度

が変わったからなんですね。」 

  里美「Ｂの食塩水では卵がうき，Ｅの砂糖水では卵がしずみました。Ｂの食塩水とＥの砂糖水では，密

度がちがうんですね。」 

  浩一「とかした物質の質量は同じなのに，密度がちがうのは，Ｂの食塩水とＥの砂糖水では， 

           イ      からなんですね。」 

  里美「なるほど。それは気がつきませんでした。」 
 

③ 浩一さんの会話の      イ      にあてはまる文を，簡潔に書きなさい。 

正答（正答率 6.7％） 誤答（誤答率 64.4％ 無解答率 28.9％） 

体積が違う 「質量が違う」，左記以外の解答  
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２ 指導改善に向けて 

密度と浮き沈みの関係を正しく理解させるために 

質量が同じで密度がちがう物質は，体積が違うということを説明する設問では，目標値に対して市平均正

答率が低く，課題が見られた。「体積が違う」と解答するところを「質量が違う」と答える生徒も多く，「質

量を同じにしたときに，密度が違うのは，体積が違うからである」という密度，質量，体積の３者の関係性

が正しく理解されていないことが考えられる。 

指導に当たっては，同体積の２種類の溶液に固体の物質を入れたときの，浮き沈みの現象を見せることで，

液体の密度の違いを見いださせるなどの指導が必要である。 

 

３ 改善事例 「身の回りの物質とその性質」 

１ 指導のねらい 

  身の回りの物質の性質を調べ，物質には密度という固有の値があること，物体（物質）の浮き沈みが密

度の大小によること，物質の浮き沈み，密度，体積，質量の関係性を総合的に理解できるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）同体積（100㎝３）の水とエタノールが入ったビーカーに，大きさと質量がほぼ同じ氷をそれぞれの

液体の中に入れて，氷の浮き沈みを観察させる。 

（２）水には氷が浮き，エタノールには氷が沈むことを確認させる。 

（３）上記の実験結果から，水，エタノール，氷の密度の大小関係について予想させる。 

（４）水とエタノール，各100㎝３の質量を計測させ，密度を求めさせる。氷の密度（0.92ｇ／㎝３）は教

師から提示し，各自の予想と結果を比較させる。 

（５）次に同じ質量（例えば 100g）の水とエタノールに氷を入れたときの浮き沈みを予想させ，実際に検

証を行う。 

（６）水とエタノール各 100gの体積を求め，それぞれの密度を計算させる。  

（７）密度は物質固有の値であり，質量や体積が変化しても密度は変わらないこと，さらにそのことから物

質の浮き沈みも液体の量には関係しないことを理解させる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

      左；エタノール 100㎝３                  左；エタノールには氷が沈む 

          右；水 100㎝３                         右；水には氷が浮く 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

エタノール 100㎝３の質量を測る            水 100㎝３の質量を測る 

 


